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 国立大学法人京都大学 

  学長 湊 長博 殿 

 

 

 

 

原子力規制委員会          

 

 

 

 

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭和３２年法律第１６６号）

第５９条第３項及び核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則（昭和

５３年総理府令第５７号）第２１条第１項の規定に基づき、令和４年３月１４日付け２１

京大施環化第１１８号（以下「申請書」という。）をもって申請のあった輸送容器について

は、同法第５９条第１項に規定する技術上の基準のうち容器に関する基準に適合している

と認められるので、同法第５９条第３項の規定に基づき、下記のとおり承認します。 

 

 

記 

 

 

氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

添付の申請書の写しに記載のとおり 

 

 

承認容器として使用する期間 

まで 



ただし、核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則（昭和５３年

総理府令第５７号）及び核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する技術

上の基準に係る細目等を定める告示（平成２年科学技術庁告示第５号）（以下「規則等」

という。）の改正により、規則等に定める技術上の基準（容器に係るものに限る。）に適

合しなくなった場合は失効する。 

 

 

承認容器登録番号 

各容器につき以下のとおり 

 （注） 

（注）※は添付の申請書の写しの５に記載された容器製造番号のうち、

を指す。例えば、容器製造番号が ならば、承認容器

登録番号は となる。 

 

 

核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する規則（昭和５３年総理府令第５

７号）第２２条第２号から第５号まで、第８号及び第９号に掲げる事項 

添付の申請書の写しの１から４まで及び７に記載のとおり 

 



 

 

容 器 承 認 申 請 書 

 

 

 

２１京大施環化第１１８号 

令和 ４ 年  ３月 １４ 日 

 

原子力規制委員会 殿 

 

住 所 京都府京都市左京区吉田本町３６番地１ 

氏 名 国立大学法人京都大学         

 

学 長  湊   長 博                 

 

 

 

 

  核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第５９条第３項及び核燃料物質等

の工場又は事業所の外における運搬に関する規則第２１条第１項の規定により、下記のとお

り申請します。 

 

 

記 





 
５ 承認を受けようとする容器の製造番号その他の当該容器と他の容器を区別するための

番号 
 
 

No. 容器製造番号 No. 容器製造番号 

 
 
６ 承認容器として使用することを予定している期間 

まで 
 
７ その他特記事項 
  （１）核燃料輸送物設計承認番号 
   
  （２）輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱いに関する事項 
  本核燃料輸送物の核燃料輸送物設計承認申請書（令和３年５月３１日付け２１

京大施環化第４１号（令和３年１１月１５日付け２１京大施環化第８９号をもっ

て一部補正））の１１に示す輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱いに関する事

項のとおり。 

  （３）承認容器として使用する期間に関連する情報 

  承認を受けようとする輸送容器の製作時期は表１のとおり。 

 

 

表１ 輸送容器の製作時期 

No. 容器製造番号 製作時期 No. 容器製造番号 製作時期 



添付図 輸送容器の概略 

  



添付表 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量(1/3) 

原子炉 

燃料要素 

全装荷数（体／容器） 
種類 

燃料芯材 

性状 

重 

量 

235U 重量（g 以

下／容器） 
U 重量（g 以

下／容器） 
235U 重量（g 以

下／体） 
U 重量（g 以

下／体） 
濃縮度（wt％以下） 

放射能

の量 

総量（GBq 以

下／容器） 

主要な核種 
（GBq 以下／

容器） 

燃焼度（％以下） 

発熱量（W 以下／容器） 

冷却日数（日） 
・一つの輸送容器に収納することができる核燃料物質は、原子炉毎に、種類及び濃縮度が

同じ場合にのみ異なる燃料要素等を混載することができる。 
・重量及び発熱量は、収納する燃料要素等毎の重量及び発熱量の最大値を混載本数で案分

した値とする。 
・収納物表面から 1m 離れた位置での空気吸収線量率は 1Gy/h 以下 

 
 
 
 
  



添付表 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量(2/3) 

原子炉 

燃料要素 

全装荷数（体／容器） 
種類 

燃料芯材 

性状 

重 量 

235U 重量（g 以下／容器） 

U 重量（g 以下／容器） 

235U 重量（g 以下／体） 

U 重量（g 以下／体） 

濃縮度（wt％以下） 

放 射 能 の

量 

総量（GBq 以下／容器） 

主要な核種 
（GBq 以下／容器） 

燃焼度（％以下） 

発熱量（W 以下／容器） 

冷却日数（日） 
・一つの輸送容器に収納することができる核燃料物質は、原子炉毎に、種類及び濃縮度が

同じ場合にのみ異なる燃料要素等を混載することができる。 
・重量及び発熱量は、収納する燃料要素等毎の重量及び発熱量の最大値を混載本数で案分

した値とする。 
・収納物表面から 1m 離れた位置での空気吸収線量率は 1Gy/h 以下 
 

 
 

  



添付表 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量(3/3) 

項目 仕様 

種類 

性状 

型式 

寸法（mm） 

重量（g 以下） 

輸
送
物
１
基
あ
た
り
の
仕
様 

収納数（枚以下） 

235Ｕ重量（kg 以下） 

ウラン濃縮度（wt％以下） 

放射能の量（Bq 以下） 

主要核種の 
放射能の量（Bq 以下） 

235U 

発熱量（W 以下） 

燃焼度（％） 

冷却日数（日以上）※1 

※１：２０２１年４月時点 
・収納物表面から 1m 離れた位置での空気吸収線量率は 1Gy/h 以下 

 




